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1．はじめに
当館では、 毎年秋に特定のテーマに沿った 「特別展」 を開催している。ここでは 2017(平成29) 年 10 月 6






後　援 ： 日本中国学会第 69 回大会準備会
協　力 ： うるま市立中央図書館 ・ 市立米沢図書館
会　期 ： 2017 年 10 月 6 日（金）～ 11 月 14 日（火）[32日間]
会　場 ： 山形大学附属博物館、小白川図書館
( 小白川図書館）
休 館 日  ： なし
開館時間 ： 8 時 15 分から 21 時まで（平日）、11 時から 18 時まで（土日祝日）
( 附属博物館）
休 館 日  ： 土曜、日曜、祝日（ただし、10 月 7 日（土）、8 日（日）、14 日（土）、21 日（土）、22 日（日）、
                 28 日（土）は臨時開館日とする。）
開館時間 ： 9 時 30 分から 17 時まで（平日）、11 時から 17 時まで（土日）
来場者数 ： 2,942 人
関連行事 ： （１）ギャラリートーク
日   時 ： 2017 年 10 月 6 日（金）17:00 ～ 17:40、5 日（土）12:30 ～ 13:10
講   師 ： 高津　孝（鹿児島大学法文学部教授）
会   場 ： 小白川図書館 1 階
参加者 ： 6 日　35 人、7 日　41 人
（２）特別講演会　「伊佐早謙と林泉文庫  ―知の巨人とその蔵書―」
日   時 ： 2017 年 10 月 19 日（木）16:30 ～ 18:00
講   師 ： 青木　昭博（市立米沢図書館郷土資料担当）
会   場 ： 人文社会科学部 1 号館 1 階 103 教室
参加者 ： 75 人
2．本学に収められた林泉文庫




米沢図書館に寄託されていた。戦後 1954(昭和29) 年に市立米沢図書館、 瑞龍院龍門図書館、 米沢女子短
期大学附属図書館、 本学附属図書館（現小白川図書館）の教育学部分館がそれぞれ購入した。数所に分散し
て収蔵されたため、 膨大な文庫の全体像が見えにくくなっている。本学では、 和 ・ 漢の古典籍を中心に収蔵
している。資料の登録は、1955(昭和30) 年 11 月に完了し、その後は書庫内で保管されてきた。本学が書籍を
購入した経緯については不明だが、 購入に際し同学部所属で初代附属博物館長の長井政太郎教授 (1952～
70：昭和27～45館長在任) が深く関わっていると推察される。本展では、本館所蔵の約 1,170 タイトルの中から、
貴重な琉球 ・ 沖縄関係資料を初めて公開した。本展は 4 つの章からなり、第一 ・ 二章を附属博物館、第三 ・
四章を小白川図書館に割り当てた。各章の詳細は次のとおりである。
3．展示構成
第一章 上杉茂憲と琉球 (会場 ： 附属博物館)
第二章 伊佐早謙の様々な顔 郷土史家 ・ 漢詩人 ・ 教育者 ・ 図書館人 (会場 ： 附属博物館)
第三章 林泉文庫の世界 (会場 ： 小白川図書館)
第四章 うるま市立中央図書館の琉球関係資料調査 (会場 ： 小白川図書館)
3.1. 第一章 上杉茂憲と琉球
伊佐早が沖縄へ赴く契機となった米沢藩第 13 代藩主、 上杉茂憲 (1844～1917 ： 弘化元～大正6) と琉球の
関係について述べている。茂憲は、1871（明治4）年廃藩置県により東京へ移住、その後、英国遊学を終えると


























ションである。その蔵書は、 遺言により一度上杉家に寄贈され、 1938(昭和13) 年以降、 市立米沢図書館に寄
託されたが、戦後 1954(昭和29) 年に市立米沢図書館、瑞龍院龍門図書館、米沢女子短期大学附属図書館、
本学附属図書館（現小白川図書館）の教育学部分館がそれぞれ購入した。その結果、 数所に分散して収蔵さ
れたため膨大な文庫の全体像が見えにくくなっている。本学では、 和 ・ 漢の古典籍を中心に収蔵。 1955(昭
和30) 年 11 月に登録が完了して以来、 館内書庫で眠り続けてきた。師範学校在職の縁もある彼の貴重な蔵
書を本学が購入した経緯は不明だが、 購入に際し同学部所属で初代附属博物館長の長井政太郎教授が関
係していると推察される。
第三 ・ 四章は、 小白川図書館 1 階のグループワークエリアを会場にした。会場の出入口上部には、 林泉
文庫扁額の原寸大パネルを設置し、壁面には伊佐早と山形大学のつながりを紹介するコラムパネル、学生が






野川敦館長や鹿児島大学法文学部の高津孝教授らである。2013（平成25）年6 ・ 7 月に行われた小白川図書
館調査では、 約 28 点にのぼる琉球 ・ 沖縄関係資料の存在を明らかにした。調査成果は、 『蔡大鼎「伊計村
遊草」等調査研究事業研究成果報告書』（沖縄県うるま市教育委員会2015年）に詳しくまとめられ、 市民対象の
小冊子『うるま　漢詩ロード散策』が 5 号まで発行されている。
2014 年 3 月に開催された史料展示会 「蔡大鼎がつないだ縁 『伊計村遊草』 との出逢い―大陸と琉球と山










えし、小白川図書館展示エリアで 10 月 6 日（金）17:00
～ 17:40、5 日（土）12:30 ～ 13:10 の 2 回実施した。会
場内は、学生や地域住民の参加者で溢れた。また、本




だいた。参加者人数は 6 日 35 名、7 日 41 名であった。
（2）特別講演会　「伊佐早謙と林泉文庫  ―知の巨人とその蔵書―」
























主　　　催 ： 山形大学小白川図書館 ・ 山形大学数学教育研究センター ・ 山形大学附属博物館
開催期間 ： 2017 年 8 月 11 日（金 ・ 祝）～ 9 月 29 日（金）
休 館 日 ： 土曜、日曜、祝日（8 月 11 日（金 ・ 祝）、26 日（土）、27 日（日） は開館
会　　　場 ： 山形大学小白川図書館１階
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動から発展して、 実際にボローニャに赴き、 現地の人々と交流する市民団体「チェントロ ・ ポルティコ研究会」









なって設立された。東洋文化関係の蔵書は約 1 万冊にのぼり、 イタリアで最も充実した東洋関係の図書館と
しても利用されている。この研究所にはイタリアにおける有数の浮世絵コレクターのコレクションが寄託されて








命としてかかげ、少ない事業費をやりくりして、特別展は 1976 年より、公開講座は 1981 年からほぼ毎年実施
してきた。また、 2013 年度からは外部資金の調達にも積極的に取り組み、 文化庁の補助事業「地域と共働し
た美術館 ・ 博物館活動支援事業」の採択を受け、 「山形の古文書を未来に伝承するプロジェクト」を行った。
近年の社会構造の変化により、 急速に失われていきつつある地域の歴史を物語る文書の価値を訴え、 伝承
方法を模索していくために、 2 年間にわたって古文書相談会やシンポジウム、 特別展などを実施した。2015
年度は附属博物館の新施設が完成したため、 移転および新展示室の整備事業に追われることが事前に分
かっていたため、文化庁への事業申請はしなかった。















講 演 名 ： 「着物の文様に見る日本人の願い」
開 催 日 ： 2017 年 9 月 21 日（木）16:00 ～ 18:00
会　　  場 ： ボローニャ大学博物館










講演会の日にちは一年前に決定し、 開催日の 3 カ月ほど前に展示作品のリストをお送りいただき、 改めて
日本において作品の調査を行った。講演のテーマは 「着物の文様にみる日本人の願い」 とした。現代の日本
人にすら失われつつあることだが、 日本の着物の柄や文様には植物や動物などのほか風景や雪などの気象
など実にさまざまなものが素材として使用されている。しかも、 これらのモチーフにはさまざまな吉祥への願い
が込められている。また、 西洋においては衣服の紋様に動植物や波などの自然現象を用いること自体それほ
ど多くはないし、 それらに幸福への願いを込めるなどはほとんど行われていないため、 東西の文化の違いが
際立つと考えたからである。
講演にはボローニャ大学博物館やこれまで交流を
重ねてきたボローニャ大学の教員の方々が広報してく
ださったおかげで 70 名の聴衆が集まった。大変熱心
に講演を聞いていただき、 終了後には着物の値段に
関するものや、 今回言及しなかった着物の文様に関す
る質問なども投げかけられた。
講演会場は東洋美術研究所のコレクション展示室の
隣室であり、 終了後に聴衆は隣の展示室に移動して
思い思いに展示を話しながら見ていた。おそらく、 それ
までは注目することのなかった浮世絵に描かれた着物の細部に目を向けて、 それが何かなどを話していたの
だろうと思われる。日本美術に対するさらなる理解を深めるという点はある程度成功したのだと思われた。
そして、 この事業を通して見えてきたことは博物館資料の活用とは、 必ずしも館蔵資料に限らないということ
である。博物館において収蔵資料に関する情報は目録や図録、 現代においてはデータベースやデジタル
アーカイブなどで、 社会に対して公開し、 さまざまな人々の利用に供することは博物館活動の基本である。資
料は活用する人によってさまざまな面が引き出される。そのためにより多くの人々がアクセスできるようにしな
ければならない。所蔵機関にこだわらず、 さまざまな人が活用できるようにすることが基本であることを改めて
認識した。
今後もボローニャ東洋美術研究所およびボローニャ大学博物館における日本美術の普及活動を継続し、
ボローニャにおける日本美術コレクションの価値を高めていく予定である。
会田安明の紹介 関連企画「和算にチャレンジ」
≪地域との協働≫
13
